
 自転車の安全利用や交通事故防止について一層推進する気運を醸成すること

を目的として指定され、警察署と連携した交通安全教育はもとより、先生方の生

徒指導や、生徒会による登下校時の交通ルールやマナーの向上に取組む学校に

交付されます。 
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岩手県立種市高等学校 生徒指導部 

生徒代表権代克海君が指定書を受領 熊谷署長のお話 

 令和元年５月８日(水)に本校体育館にて、「令和元年度自転車安全利用モデル校」の指定書交付式

が行われ、久慈警察署長熊谷秀一様から指定書、久慈地区交通安全協会からモデル校指定の看板を

いただきました。 

 熊谷署長は挨拶で、「万が一事故で犠牲となった人があった場合は、関係する周囲の方々の人生も

大きく変わってしまう。」ということを自身の体験も含めてお話をされました。 

 生徒たちは、自転車であっても場合によって大きな事故につながり、加害者にも被害者にもなり得

ることを肝に命じ、改めて交通安全の重要性を認識しました。 

校門付近に海洋開発科生徒が看板を設置しました 


